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第第3366回回豊豊中中市市中中学学生生シシンンポポジジウウムム概概要要 
 

 

◇期日 

令和5年（2023年）8月 24日（水）14：00～ 

 

 

◇形態 

ハイブリッド（参集＋オンライン） 

 

 

◇テーマ 

「みんなが楽しんで来ることができる学校への変化」 

 

 

◇役割分担 

委 員 長   ：第十七中 

副委員長   ：第七中 

司  会   ：第十四中 

  記  録   ：第十三中 

  タイムキーパー：第三中 

  会場設営・運営：第十五中、第四中、第十六中 

広  報   ：庄内さくら学園、第一中 
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第３６回 豊中市中学生シンポジウム 理事あいさつ 

 
みなさん、こんにちは。 

豊中市教育委員会事務局から、一言ご挨拶申し上げます。 

 

夏休み最後の日に、すべての中学校及び義務教育学校の生徒会執行部をは

じめ、各校の代表の生徒らが集まって、このように中学生シンポジウムが開

催されることを本当にうれしく思っています。 

対面での開催は実に４年ぶりであり、今回、会場に入りきれなかった方に

はオンライン形式でも参加していただいております。 

 

７月には生徒会の代表メンバーで構成する『生徒実行委員会』をオンライ

ンで開催し、皆さんからの積極的な希望のもと、委員長、副委員長などの役

割分担が決定されたと聞いています。 

 

 さて、生徒会活動を進めるうえで、全校生徒の協力を得ることはとても大

切なことです。このことは、皆さんも日々、実感されているのではないでし

ょうか。今回のテーマである「みんなが楽しんで来ることができる学校への

変化」について議論することを通して、各校の更なる活発な活動へとつなげ

ていってほしいと思います。 

 

ここに参加された皆さん一人ひとりの「思い」や「願い」は、豊中市の中

学校の生徒会活動を力強く、前に進めていく原動力です。今年度は対面開催

ですので、活発な意見交換を繰り広げ、有意義なシンポジウムになるよう大

いに期待しています。 

 

 最後になりましたが、年度当初から、運営等に関しまして、ご指導・ご支

援をいただきました各校の校長先生、副校長先生、教頭先生、生徒会担当の

先生方に厚く御礼申しあげ、開会のあいさつとさせていただきます。 

 本日はよろしくお願いいたします。 
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◇生徒実行委員会委員長 開会あいさつ 

 

豊中市立第十七中学校 

荒木 友花 

 

 連日の猛暑の中、夏休みが終わりにさしかかり、２学期がもうす

ぐ始まろうとしています。 

 お忙しい中、本日はお集まりいただき誠にありがとうございます。 

 

第 36回豊中市中学生シンポジウムでは、 

『みんなが楽しんで来ることができる学校への変化』 

というテーマで、「校則」「給食」「他学年との交流」の３つの課題に

ついて話し合いをします。 

 先日行った生徒実行委員会で、校則については、制服と自由服、

頭髪のこと、給食については、フードロスが多いこと、他学年との

交流については、互いの間に壁があることや交流を制限してしまう

校則があること等の現状があげられました。 

 最初から「自分達で楽しんでくることができる学校に変えること

はできない」と諦めては何も変わることはありません。みなさんが

一丸となって変えて見せるという気持ちを胸に今日のシンポジウム

をより良いものにしましょう。 

 今年度から新型コロナウイルスの制限が緩和され、４年ぶりに多

くの学校が集まって話し合うことができます。 

 また、企画委員担当校 6 校の発表も対面で行われるため、得られ

るものは大きいでしょう。各校が行ってきた活動や色々な意見、思

いをたくさん伝え合い、全員で新たな道を歩みましょう。 

 本日はよろしくお願いいたします。 
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◇各中学校からの報告 

 

◆第一中学校◆ 
今回 私 たち 一 中の 役割 分 担は 報 告集 の表 紙 作成 で した 。 シ ン ポ  

ジウ ム で他 校 のみ なさ ん と 積 極 的に 交流 し たい と 思い 、プ ロ グラ  

ム表 紙 作成 の 庄内 さく ら 学園 さ んと 表紙 の コラ ボ レー ショ ン をし  

ても ら いま し た 。プ ログ ラ ムの 表 紙か らの リ ボン を 結ん で 、鏡 の よ  

うに し てい ま す。ただ 、ま っ たく の 鏡で は なく 、シ ン ポジ ウ ムを 終 

えて 、 たく さ んの 意見 を 交流 し 合 え たこ と をた く さん の 花 が 咲か  

せて 表 現し て いま す 。こ の よう に 、普 段交 流 でき な い他 校の 生 徒会  

執行 部 の人 た ちと 交流 で きて い い経 験に な りま し た。  

一中 で は校 内 ルー ルを 見 直し て いけ れば い いな と 思っ てい ま し  

た。 今 回の シ ンポ ジウ ム でた く さん の意 見 を聞 く こと がで き たの  

で、 ぜ ひこ れ から の 活 動 の参 考 にし てい け たら い いと 思い ま す。  

一中 で は 、生 徒 同士 の 垣 根 を越 え ての 交流 と して「 ホ ナヤ ロカ フ  

ェス 」と いう 、全 校 生徒 が 参加 で きる フェ ス のよ う なも のを 執 行部  

主催 で 行っ て いる とい う こと を 報告 させ て もら い ま し た。 こ の フ  

ェス は 、1 学 期 にす でに 行 って い て 、とて も 盛り 上 がり 、他学 年 の 

生徒 同 士の い い交 流の 場 にな り まし た。 ま た ２ 学 期に も開 催 予定  

です 。  

 

 

◆第二中学校◆ 
 生徒 会 スロ ー ガン の説 明  

  挑突 猛 進の 理 由や 決ま っ た背 景 や隠 され た 思い を 伝え まし た 。  

 

 豊中 二 中の 取 り組 みに つ いて  

  あ い さ つ 運 動 や 、 募 金 活 動 ・ 体 育 大 会 で の 生 徒 会 が 主 体 と なっ

て行 っ た取 り 組み を行 い まし た 。  

他 の 多 く の 中 学 校 で 、 あ い さ つ 運 動 が 行 わ れ て い た の で 、 良い

とこ ろ を吸 収 しつ つ、 も っと 充 実さ せて い きた い と思 いま す 。  

 

 ICT 機 器の 活 用に つい て  

  二中 で は学 校 活動 内 で iPad を 使う 機会 が 多い で すが 、授 業 中

関 係 な い時 に 触 っ て い る 人が い る な ど の 課 題が あ が っ て い まし

た 。 学 校生 活 の 手 引 き に も「 休 み 時 間 は 学 習に 関 す る こ と など

必 要 な 時以 外 使 用 し な い 」と し て い ま す が 、課 題 が 残 っ て いま

す。  

  iPad に つ い て 生 徒 会 で 明 確 に ル ー ル を 決 め た 学 校 も あ る と の

こと な ので 、 生徒 会か ら よ り iPad のル ー ルに つ いて 検討 し 、

生徒 に 通知 す るこ とも 考 えて み るべ きだ と 思い ま した 。  
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 給食 に つい て  

  二 中 で は残 食 が 多 く 問 題 とな っ て い ま し た が、 同 じ よ う に 味や

量 に つ いて 改 善 を 求 め る 中学 校 や 、 意 見 を 提出 し た 中 学 校 、逆

にい つ も余 ら ない 中学 校 など 、様 々 な 現状 を 知る こ とが でき て、

よい 機 会に な りま した 。  

  二中 で も 、二学 期 中 に給 食 につ い てア ンケ ー トを 行 う予 定で す。 

 

 

◆第三中学校◆ 
第三 中 学校 生 徒会 執行 部 での 活 動  

①毎 週 火曜 日 は 正 門、木曜 日 は 南 門 での あ いさ つ 運動 。（ あ いさ  

つ運 動 時に は 、旗・ベス ト を着 用、ま たベ ル マー ク の回 収を し  

てい る。）  

②あ い さつ 運 動と 同様 、 火曜 日 と水 曜日 に 校内 で お昼 の放 送 。  

（主 に 生徒 か らの ＣＤ リ クエ ス ト曲 をか け たり メ ッセ ージ 、  

質問 コ ーナ ー 、 〇 ×ク イズ な ど、 ラ ジオ 風 に行 っ てい る。）  

③毎 週 月曜 日 に 行 って い る定 例 会。（ 執行 部 メン バ ーが 集ま り 今  

後の 活 動内 容 につ いて 話 し合 っ てい る。）  

④服 装 に関 す る校 則の 改 定。（ア ン ケ ート を 取り 服 装強 化週 間 を  

行い 執 行部 メ ンバ ーで の 話し 合 いの 後 、 カ ッタ ー シャ ツの 上  

から 直 接カ ー ディ ガン 、 ベス ト 、ト レー ナ ー等 の 着用 可と な  

る。）  

 

シン ポ ジウ ム で五 中さ ん と十 七 中 さ んが 行 って い ると 話し て い  

た「犬 派 ？猫 派 ？ 」など の 生徒 会 を 身 近に 感 じる こ とが 出来 る よう  

にす る ため の アン ケー ト を三 中 でも 実施 し たい と 思っ た。 他 にも  

たく さ んの 発 表の 中で 取 り入 れ たい と思 う こと が あっ たの で 三中  

でも 活 用し て いき たい 。 今後 も 三中 のた め によ り 良い 生徒 会 活動  

を行 え るよ う 努力 して い きた い 。  

 
 

◆第四中学校◆ 
スローガン「心あたたまる四中を」を達成するための取り組み 

 

○人との関わり 

   無意識の偏見や辛辣な言葉の使用をなくしていくために、生徒集会等で 

情報発信を行ったり、スクールカウンセラーの方にお話をしていただいた 

りして、生徒の皆さんと相手を傷つけないためにできることを考えました。 

さらに、現在利用者が増えている SNS の使い方についての注意喚起も行っ 

５ 



ています。 

○生徒が行う授業 

   学年ごとに決められたテーマについて話し合う授業を実施しています。 

今起きている問題を他人事だと捉えないことを目指しています。 

○四中夜間学級との交流 

   今後も、夜間学級に通われる方々と親交を深めていきたいです。また、50 

年の歴史をもつ大阪市内の２校の夜間中学が統廃合のため廃校になること 

についても、同じ学ぶ身として今できることに取り組んでいきたいと思い 

ます。 

○豊中市立図書館 

   今まで行なってきた活動を機に四中生みんなが自分の意見をもてるよう 

にしていきます。 

 

シンポジウムを通して、他校の取り組みを知るとともに、関りを持つことが 

できてよかったです。 

ありがとうございました。 

 

 

◆第四中学校（夜間学級）◆ 
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◆第五中学校◆ 
第五中学校です。テーマは「五中生どうしが関われる」「五中生みんなで作 

る生徒会」です。 

生徒会執行部は学校の中で選ばれた存在で、その活動は他の生徒の手に届 
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かないとこにある。そんな風に感じている生徒の皆さんも多いのではないか 

と日々の活動を通して感じる部分がありました。 

なので、本校ではテーマである「5 中生同士が関われる」を発展させるため 

の取り組みとして朝の挨拶運動をしています。多くの学校生活でもあいさつ 

運動は行われていると思うのですが、五中ではホワイトボードを掲げ、全校生 

徒を対象に２択のアンケートをしています。五中生同士の会話を活性化させ、 

更に生徒会執行部との会話の輪を広めていけるように行なっています。 

また、「五中生みんなで作る生徒会」も目標としています。 

本校では、五中生全員の意見を取り入れるためにさまざまな活動を行ってお 

り、その中に、箱ばこくんという意見集約のためのボックスがあります。投 

書してもらいやすくなるように、毎月『会心 IPPON』という取り組みを行っ 

ており、大喜利を学校で行っています。 テーマごとにたくさんの投書があり、 

会心 IPPON だけでも毎月 20〜30 程度のシートが投函されています。 

さらに、箱ばこくんには会心 IPPON だけではなく、五中に対する意見もた 

くさん投書されています。箱ばこくんに投書された意見を執行部内で議論し 

た上で、校長先生とミーティングをした結果、少しずつですが、校則が変更さ 

れることになったりするなど、学校は少しずつ進化を遂げています。 

生徒会執行部としては、大切なことが三つあると思っています。一つ目は 

企画を考える時にアイデアがたくさん出る企画力、発想力。二つ目は企画を長 

く続けるための継続力。そして三つ目は企画を面白く楽しく改善していく発 

展力。私たちは、取り組みだけでなく、それらの力の次の学年へ引き継ぎ、五 

中のスローガンである「夢バトン」を渡せるようにしたいと思っています。 

 

 

◆第七中学校◆ 
今回 の 中学 生 シン ポジ ウ ムで は 、「 ① 七中 ス ロー ガ ン」「 ②生 徒 会  

ボー ド」「 ③ あい さ つ運 動」「 ④ 質問 箱 」「 ⑤ 生徒 議 会」の 5 項 目 に 

つい て の報 告 を行 いま し た 。  

まず「七 中 スロ ー ガン 」に つ いて は、今年 度 の生 徒 会ス ロー ガ ン  

であ る「 ～ 笑顔 あ ふれ る 青春 を 、個 性の あ る果 実 を添 えて ～」を 紹 

介し ま した 。昨 年 度の ス ロー ガ ン が「七 中プ ラ ント 」と いう 植 物を  

意識 し たも の だっ たの で 、今 年 度は 更に 七 中が 成 長し てい る とい  

う意 味 もあ り 、果 実と い う言 葉 を入 れま し た。  

次に「 生 徒会 ボ ー ド 」と「 あ いさ つ 運 動 」の 話 をし ま し た 。そ れ  

ぞれ 、 執行 部 以外 の生 徒 と の 繋 がり を大 切 にし よ うと いう 思 いで  

行っ て いま す 。「 生 徒会 ボ ード 」は、毎週 月 曜日 に 更新 して い るも  

ので す 。内容 は 、そ の週 に ある 行 事な どに 関 して お 知ら せし て いま  

す。また「あ い さつ 運動 」は 、毎 週 月曜 日と 金 曜日 に 校門 前で 行 っ  

てい ま す。  
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 次 に「 質 問箱 」に 関し て、七 中で も 二年 前 に 導 入 しま した 。質 問  

箱に 入 って い る 投 書を 執 行部 で も議 論し て 、 必 要 なも のは 生 徒議  

会で も 図り 、 学校 を変 え るた め に運 用し て いま す 。  

最後 は「 生 徒議 会」です 。七 中 の生 徒 議会 で は 、各専 門 委員 会 の  

代表 や 執行 部 が集 まり 、 学校 全 体の こ と を 考え て 話し 合い を 行っ  

てい ま す 。議 論 が活 発に な り 、二 回 に分 けて 行 った こ とも あり ま す。 

 

 

◆第八中学校◆ 
シン ポ ジウ ム に初 めて 参 加し た ため 、ど の よう な 雰囲 気で 行 わ  

れる の か、 ど のよ うな 質 問や 意 見が 発言 さ れる の か分 かっ て おら  

ず不 安 でし た 。  

今年 度 のシ ン ポジ ウム で は 、本 校 は発 表校 だ った た め 、第 八中 学  

校の 校 則改 定 の歴 史に つ いて 発 表し まし た 。い ろ んな 学校 の 人た  

ちの 前 で初 め て発 表し た ので 、とて も 緊張 し まし た 。発 表 時間 は 3 

分に 収 める こ とは でき ま せん で した が、 会 場に い る皆 さん が あた  

たか く 聞い て くだ さっ た おか げ で、 安心 し て発 表 する こと が でき  

まし た 。さ ら に発 表が 終 わっ た 後の 休憩 時 間に 他 校の 方が 質 問に  

来て く ださ り 、そ の熱 心 な姿 勢 を見 て感 動 しま し た。  

第二 部 では 、 校則 改定 や 給食 を 中心 とし た 各校 が 感じ てい る 疑  

問や 考 えを 互 いに 共有 し 、各 校 が取 り組 ん でい る 活動 の結 果 など  

を聴 く こと が でき まし た 。ど の 学校 も模 索 しな が ら各 学校 の 課題  

解決 ・ 改善 に 向け て取 り 組ま れ てい るん だ と知 り まし た。  

シ ン ポ ジ ウ ム 以 前 ま で は 知 ら な か っ た 豊 中 市 内 の 学 校 の 現 状 や 、 

各学 校 の執 行 部の 皆さ ん が日 々 感じ てい る 本音 な どを 聞け て よか  

った で す 。シ ン ポジ ウム で 得た 気 づき を後 輩 たち に 引き 継ぎ 、よ り  

良い 八 中に し てい く糧 に した い と思 いま し た。 本 当に あり が とう  

ござ い まし た 。  

 

 

◆第九中学校◆ 
シンポジウムを通して自分の学校ではしていない取り組みを知ることがで 

きました。 

第９中学校生徒会執行部の活動の中には、キューニバル（３学年のつながり 

を深めるために行う小さな文化祭）、カーティガン・ベスト登校、T シャツ・ 

短パン登校などにも取り組んでいます。 

また、意見箱の活用があります。さまざまな意見が生徒会執行部に寄せられ 

ています。 

 そして今年は、４年振りに全学年での体育大会が開催されます。各クラス有 
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志による応援団や学年をまたいだ縦割りリレーなども取り入れ、９中生が一 

団となって体育大会に参加します。 

 

 

◆第十一中学校◆ 
【あ い さつ 運 動】  

十一 中 では 、 学校 全体 で 朝を 気 持ち よく ス ター ト でき るよ う に  

毎週 火 曜日 と 金曜 日の 朝 8:20～8:30 の 10 分間 、 あ いさ つ 運動  

を行 っ てい ま す。  

委員 会 の人 た ちに も協 力 して も らい 、一 緒 に行 う こと もあ り ま  

す。また、あ い さつ 運動 に つい て のア ンケ ー トを 取 り、あい さ つ 運  

動の 実 態を 見 直し たり 、 あい さ つを かえ す 意識 を もっ ても ら える  

よう に 取り 組 んで いま す 。  

 

【イ レ ブン ラ ジオ 】  

イレ ブ ンラ ジ オは 、毎週 月 曜日 と 木曜 日の お 昼 、給 食 時間 に実 施  

して い る放 送 です 。昼 食 の時 間 を明 るく す るた め に放 送し て いま  

す 。内 容 はリ ク エス トさ れ た曲 を 流し たり 、ク イズ を 出題 した り と  

いう も ので す 。他 にも 様 々な 企 画を 執行 部 メン バ ーが それ ぞ れ考  

えて き ます 。  

 

【学 校 給食 課 との 面談 】  

 学 校 給食 課 の方 と給 食 につ い て お 話を す る機 会 を頂 きま し た。  

そこ で 給食 が 栄養 バラ ン スや カ ロリ ー数 を 基 に つ くら れて い る こ  

とや 食 品の 安 全性 を 考 え て低 温 殺菌 され て いる こ とな どを 知 るこ  

とが で きま し た。  

 ま た 、生徒 か ら出 た 給 食 への 要 望 を お伝 え した り 、給食 課の 方 か  

ら配 膳 や片 付 けの 仕方 な ど 学 校 で気 をつ け てほ し いこ とも 教 わり  

まし た 。  

 

【生 徒 憲章 を 考え る会 】  

十一 中 の特 色 であ り、伝統 で もあ る「 生徒 憲 章」につ い て考 え る  

時間 を 執行 部 でつ くり ま した 。 準備 した 発 問 や パ ワー ポイ ン ト を  

オン ラ イン で 各教 室に 配 信し 、 生徒 一人 ひ とり に 生徒 憲章 に つい  

て考 え ても ら いま した 。 最後 には 100 文 字 作文 も 書 いて も らい 、 

生徒 全 員が 生 徒憲 章へ の 理解 を 深め 、 よ り よい 学 校生 活を 送 って  

いく た めの 時 間に なっ た と思 い ます 。  

 

【50 周年 記 念事 業 】  

 十 一 中は 今 年で 創 立 50 周 年 を 迎 えま す 。それ を 記念 して 、ス ロ 

ーガ ン 旗を 制 作 し まし た 。旗に は 全校 生徒 の 思い を 基に 、生徒 議 会  

で考 え られ た 学校 スロ ー ガン 「 Do 11s’  Best ～ Hi テ ンシ ョ ン  

な思 い やり ～ 」と 校内 投 票で 選 ばれ たマ ス コッ ト キャ ラ の「Mr11 

中」が描 か れて い ます 。イ ラ スト は 美術 部 が協 力 して くれ 、す ば ら  

しい 旗 が完 成 しま した 。  
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◆第十二中学校◆ 
十二 中 では 、 学年 の壁 を 越え て 楽し める と いう 催 しを 実施 し て  

いま す 。それ が「 校 長杯 」と いう も の です 。校 長杯 と い うの は 、１ 

年生 ～ ３年 生 まで が 、同 じ 学年 で チー ムを 組 み 、学 年 を越 えて 対 決  

をす る とい う もの です 。昼休 み に 実施 し、１ 日だ け で はな く、２ 日、 

３日 か けて 行 いま す。２０ ２ ３年 度 第一 回 校長 杯 は「 ケイ ド ロ」を 

行い ま した 。生 徒 が 泥 棒、教 師が 警 察と な り、ゲー ム は大 い に盛 り  

上が り まし た 。今年 度は ま だ１ 回 しか 実施 で きて い ませ んが 、こ れ  

から 実 施回 数 を増 やし て いき た いと 思っ て いま す 。  

 

十二 中 とし て 最後 の方 に 、み なさ ん に質 問 した の です が、「 校 則  

を変 え る、キッ カ ケ作 り」に、十 二中 は苦 戦 して い ます 。ど この 中  

学校 も 校則 を「 変 える 」「変 え られ る 」と言 っ てい ま し たが 、私た 

ちは 、「 チャ イ ム着 席 」や「忘 れ 物０（ ゼ ロ ）週 間 」な どが 達 成で  

きず 、 ズル ズ ル 進 んで い ます 。  

どの よ うに き っか け作 り をし て いる のか 気 にな り まし た。 ど の  

中学 校 も 、と て もい きい き して い て 、発 表す る タイ ミ ング が上 手 く  

つか め ませ ん でし たが 、 司会 者 の方 が十 二 中を 当 てて くだ さ った  

ので 、と て も感 謝 して い ます 。と て も刺 激 をう け たの で 、もっ と 十 

二中 の 生徒 会 活動 を活 発 化さ せ てい きた い と思 い まし た。  

 

 

◆第十三中学校◆ 
十三 中 学校 の 今年 の前 期 の生 徒 会ス ロー ガ ンは「 理 想の 学校 」で 、 

学校 に いる 生 徒全 員の 理 想に な れば いい と 思い 様 々な 活動 を して  

いま す 。その 中 で朝 の挨 拶 運動 を 取り 入れ て いま す が 、な かな か 挨  

拶を し てく れ なか った り 元気 が ない 人が い ます 。 朝か ら楽 し い気  

持ち に なっ て もら うた め にで き るこ との ヒ ント が あれ ばい い なと  

思い 今 回の シ ンポ ジウ ム に臨 み まし た。 実 行委 員 会の 各校 の 発表  

の中 で 挨拶 運 動に アン ケ ート を 取り 入れ て いる 学 校も 多く 、 十三  

中学 校 でも 実 施し てい こ うと 考 えて いま す 。  

また 、 学年 の 隔た りを 少 しで も 無く すた め の取 り 組み も考 え て  

いき た いで す 。  

 

 

◆第十四中学校◆ 
８月 ２ ４日（木 ）シ ンポ ジ ウム 当 日、十四 中 生徒 会 の取 り組 み に  

つい て 次の よ うな 内容 の 報告 を 行い まし た 。  

○十 四 中で は、『 Never Give Up ～ 大 丈夫 、私達 み んな がつ い  

てい る ～』をテ ー マに 活 動し て きま した 。こ れ は、十四 中の み  

んな で つな が って 、困 っ てい る 人が いた ら 話を 聞 いた りし て  

助け 合 おう・協力 して い こう と いう 意味 が こめ ら れて いま す。 

また 、つ なが っ て 、いい 学 校を つ くっ てい く こと を あき らめ な  

い！ と いう 意 味も こめ ら れて い ます 。  
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○今 年 度は 特 に、『 一四 同 体～ 個 性と 自由 で 広げ よ う～ 』を テー  

マに 決 めて 活 動し てい ま す。１ ４中 全体 で 気持 ち を合 わせ て、 

いろ ん なこ と に前 向き に 取り 組 んで いこ う とい う 意味 です 。  

○毎 週 火曜 日 の８ 時１ ５ 分か ら ３０ 分ま で 、生 徒 玄関 前で あ い  

さつ 運 動を し てい ます 。 あい さ つを 返し て くれ る 人も 増え て  

きて い ます 。  

○「 つ ぶや き Boxes」を 各 クラ ス に設 置し 、 生徒 会 に関 する 意  

見を 募 集し て いま す 。い た だい た 意見 につ い ては 、掲 示板 に貼  

って 返 答し た り、 新た な 取り 組 みに むけ て 検討 し たり して い  

ます 。  

○「 つ ぶや き Boxes」で の 意見 を もと に現 在 動い て いる こと が  

３つ あ りま す。１ つ目 は、自 習室 の 開放 で す。自習 室 をつ く っ  

てほ し いと い う意 見が あ った の で、 どこ か の部 屋 を開 放で き  

ない か 検討 し てい ます 。２ つ目 は 、昼 休み の 体育 館 開放 です 。  

体育 館 で遊 び たい など の 意見 が あっ たの で 、全 学 年 で 交流 で  

きる よ うな 体 育館 開放 を 考え て いま す 。３ つ 目は 、校 則 の一 部  

改正 で す。 ル ール の一 部 をな く して ほし い とい う 意見 があ っ  

たの で 、現在 検 討し てい ま す 。先 生 たち とも 相 談し な がら 進め  

てい ま す。  

○体 育 大会 の 取り 組み に つい て です 。十四 中 では 、全 校生 徒の 交  

流の た めに 、バ ラ・アジ サ イ・クロ ー バー・タ ン ポポ の ４つ の  

団を つ くり 、協 力し て応 援 した り 、応援 合戦 で 全力 で 声を 出し  

たり し ます 。  

 

 

◆第十五中学校◆ 
▼ス ロ ーガ ン  

  「 勇気 を 持っ て 友 情 のハ イ タッ チ  ～ 笑顔 と 安心 と共 に ～」  

▼活 動 内容  

1. ス ロ ー ガ ン 制 作  

・スロ ー ガン は 生 徒会 執 行部 だ けで なく 、生 徒 議会 で 各 委員 会、 

各学 年 クラ ス 代表 から の 意見 を 集約 して 決 定し ま した 。生  

徒・ 教 師一 同 、こ のス ロ ーガ ン を大 切に 活 動し て いま す 。  

2. 募 金  

・緑 の 羽根 募 金活 動 を 5 月 に行 い ま した 。 生徒 会 執行 部は 募  

金期 間 中 、毎 朝 、門 の前 に 立っ て 呼び かけ を しま し た 。各学  

年の ク ラス 代 表に も協 力 して も らい まし た 。10 月に は 赤い  

羽根 募 金活 動 も予 定を し てい ま す。  

3. い ち ご 放 送 局  

・十 五 中学 校 の目 玉と い えば 、「 い ち ご放 送 」で す 。毎 週水 曜  

日に 生 徒会 執 行部 を中 心 に放 送 を行 って い ます 。委員 会、ク  

ラス 代 表、ク ラブ も一 緒 に放 送 を行 うこ と もあ り ます 。放 送  

は生 徒 たち か ら事 前に リ クエ ス トさ れた「 リク エ スト 曲」を  

流し て いま す 。放 送内 容 は毎 回 生徒 会執 行 部で 考 え、生徒 た  

ちが 楽 しい 昼 食時 間を 過 ごせ る よう に一 生 懸命 取 り組 んで  
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いま す 。今年 度 は「 お悩 み 相談 」と い う生 徒 たち か らお 悩み  

を募 集 し、生 徒会 が 解 決 して い くこ とも 行 って い ます 。放 送  

後は た くさ ん の生 徒た ち がリ ク エス ト BOX に 投 票し て くれ  

るの で 生徒 会 執行 部と し ても や りが いを 感 じて い ます 。  

4. い ち ご 通 信  

・生 徒 議会 で の報 告や 生 徒会 か ら伝 えた い こと が ある 時に 生  

徒会 執 行部 で 作成 して い ます 。生徒 に配 布 し、職 員室 前に も  

掲示 し てい ま す。  

5. ビ オ ト ー プ フ ェ ス  

・十五 中 学校 に は「 ビオ ト ープ 」と い うみ ん なの 憩 いの 場が あ  

りま す 。ビ オ トー プ フェ ス とは そ の ビ オト ー プ前 で 生徒 たち  

の中 か ら有 志 を募 りダ ン スや 歌 、漫 才 など を 披露 す ると いう  

もの で す。時 には 先 生方 に も出 演 して いた だ くこ と もあ りま  

す。今 年度 か ら生 徒会 が この フ ェス の担 当 にな り 、生 徒会 は  

主に 司 会を 担 当し 、有志 の 方と 一 緒に ビオ ト ープ フ ェス を盛  

り上 げ る役 目 を 担 って い ます 。  

 

○昨 年 度同 様 、生 徒 会で は 日々 の 生活 をよ り 活性 化 させ るた め には  

ど う し た ら い い か 話 し 合 っ て い ま す 。 ル ー ル や マ ナ ー の 大 切 さ 、 

仲間 と は何 か を考 えて 生 徒同 士 のつ なが り を大 切 にし 、自分 も 生  

徒 会 の 大 切 な 一 員 だ と い う 自 覚 を 持 っ て 行 動 で き る よ う に 日 々 、 

取り 組 んで い ます 。  

 

 

◆第十六中学校◆ 
現在 の 16 中 の 生 徒会 で 取り 組 んで いる 活 動と 課 題に つい て  

【活 動 】  

〇活 動 方針 （ スロ ーガ ン ）  

   Believe yourself ～ 無限 大 の 可能 性 を信 じ て ～  

   中 学 生 は ど ん な も の に も な れ る 無 限 大 の 可 能 性 を 持 っ て い る 。 

   さ ま ざ ま な こ と に 挑 戦 し て い く こ と が 大 切 だ と 思 い を こ め た 。 

 

〇あ い さつ 運 動（ アン ケ ート ）  

  毎 週月 、 金 の 2 回 、 生徒 全 員が 気持 ち よく 朝 のス ター ト を切  

れる よ うに 活 動し てい る 。昨 年 度 始 めた ア ンケ ー トも 継続 中。 

 

〇M ス マ  

   毎週 火 ・木 曜日 の 昼食 時 間に リク エ スト 曲 を 放 送し て いる 。  

 

〇全 校 朝礼  

   生徒 会 執行 部は 、全 校朝 礼 を円 滑に 行 える よ うに 、司会 進 行、  

全体 指 揮を 行 って いる 。  

 

〇意 見 箱の 取 組み  

   今年 度 から 新た な 取り 組 みと して 、 Microsoft forms によ る  
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オン ラ イン 意 見箱 を開 始 。  

 

〇体 育 大会  

16 中 では 3 学 年 を 5 つ の 団に 分 け 、各 団 で昼 の 応援 、競 技  

中の 応 援、制 作の 3 つ の グル ー プに 分か れ て そ れ ぞれ 活動 し、 

応援 を 盛り 上 げて いる 。  

 

 

◆第十七中学校◆ 
＜ ス ロ ー ガ ン ＞  

十七 中 のス ロ ーガ ンは 、「 seventeen best friends〜あ りの ま  

まで 接 し合 え る最 高の 仲 間た ち 〜」です 。生 徒 全員 が 仲が 良 く、あ  

りの ま まの 自 分で 接す る こと が でき る学 校 をめ ざ すと いう 思 いが  

込め ら れて い ます 。  

＜ 服 装 ＞  

十七 中 には 制 服が あり ま せん 。TPO(時間・場 所・場 面 )をわ き ま  

えて 自 由服 を 楽し んで い ます 。  

＜ 活 動 内 容 ＞  

1.  毎 週 水 曜 日 、 執 行 部 と サ ポ ー ト 執 行 部 が 朝 の 挨 拶 運 動 と 「 何 で

も ア ン ケ ー ト 」 を と っ て い ま す 。 生 徒 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

を 図 り 、 執 行 部 を 身 近 な 存 在 と 感 じ て も ら え る よ う 努 力 し て い

ます 。  

2.  お 昼 の 生 徒 会 放 送 を お こ な っ て い ま す 。 曲 を 流 す 他 に 、 ゲ ス ト

を 紹 介 し た り 、 給 食 に 関 す る 話 や 「 な ん で も ア ン ケ ー ト 」 の 結

果 発 表 な ど を し ま す 。 曲 の リ ク エ ス ト や 誕 生 日 メ ッ セ ー ジ も 受

け付 け てい ま す。  

3.  チャ イ ム前 着 席運 動を お こな っ てい ます 。各ク ラ スの 議 員 (学級

委 員 )が チ ャ イ ム ま で に 座 っ て い な か っ た 人 の 人 数 を 数 え て 提

出し 、 上 位 2 ク ラ スに は 体育 館 開放 など の 景品 を 贈り ます 。  

4.  夏に は 文化 週 間が あり ま す。毎 年舞 台 発表 と 作品 展 示が 行わ れ、

有志 の 団体 や 部活 動が 協 力し て いま す。  

＜ 意 見 箱 の 活 用 ＞  

各ク ラ ス、 各 フロ ア渡 り 廊下 前 、放 送室 前 の 3 箇 所 に 意見 箱 を  

設置 し てい ま す 。生 徒会 活 動だ け でな く 、学 校 生活 や 部活 動に 関 す  

る意 見 も受 け 付け てい ま す。  

＜ い じ め 予 防 ＞  

今年 は 豊中 市 教育 委員 会 主催 の いじ め予 防 活動 推 進事 業に 参 加  

し 、生 徒 会が 協 力し てグ ッ ズ制 作 を進 めて い ます 。前 回参 加し た 時  

は 、当 時 のス ロ ーガ ンを 入 れた の ぼり と下 敷 きを 作 りま した 。の ぼ  

りは 朝 の挨 拶 運動 で生 徒 玄関 前 に立 てて い ます 。  

＜ シ ン ポ ジ ウ ム の 感 想 ＞  

「み ん なが 楽 しん で来 る こと が でき る学 校 への 変 化」 とい う テ  

ーマ に つい て 、さま ざま な 項目 で 話し 合う こ とが で きま した 。他 校  

の方 と 議論 が でき る機 会 は貴 重 で、 とて も 有意 義 な時 間を 過 ごせ  

たと 思 いま す 。こ のシ ン ポジ ウ ムで 話し 合 った こ とを 生徒 会 活動  
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で活 か して 、 より 良い 学 校生 活 を送 って い きた い です 。  

 

 

◆第十八中学校◆ 
十八 中 は 、豊 中 市の 中で 一 番規 模 の小 さい 学 校で す 。十八 中で は  

小規 模 校で あ るこ とを 活 かし 、学 年の みの 関 わり に 留ま らず 、学 年  

を超 え た関 わ りも 多く 見 られ ま す。  

 

・生 徒 会活 動 につ いて  

  私 たち 生 徒会 執行 部（ 以下 執 行 部と 略 ）は、5 人 全 員ユ ニ ーク  

な個 性 を持 ち 合わ せた 集 まり で す。 私た ち は積 極 的な 意見 を 出  

し合 い 、より 良 い学 校に す るた め に尽 力し て いま す 。私た ち執 行  

部は 、生 徒全 員 が参 加で き る学 校 づく りを 目 指し て いま す 。生 徒  

全員 の 協力 に よっ て、 生 徒会 活 動が 円滑 に なる と 考え るか ら で  

す 。ま た 、私た ち 執 行部 以 外の 生 徒た ちも 生 徒会 に 積極 的に 生 徒  

会活 動 に参 加 して くれ ま す。具 体的 な 活 動 とし て は、18 中 生 が  

楽し め る校 内 イベ ント の 企画 や 地域 参加 型 ボラ ン ティ アな ど を  

行っ て いま す 。こ のよ う に私 た ちは 、生 徒 会ス ロ ーガ ンで あ る  

「思 い やり の 心で つな が る 18 中 」 を達 成 でき る よう に様 々 な  

活動 を して い ます 。  

 

・食 品 ロス (給 食)に つい て  

  十 八中 で は給 食を し っか り 食べ てな い 生徒 が 多く 、エ ネ ルギ  

ーが 不 足し て いる ので は ない か と感 じ て い ます 。 成長 期に 十 分  

な栄 養 が取 れ てい ない こ とや 、 食品 ロス が 多い こ とな ど が 問 題  

にな っ てい る 。シ ンポ ジ ウム で 他校 と交 流 する こ とで 考え の 幅  

が広 が りま し た。 給食 セ ンタ ー の方 から 講 演を し てい ただ い た  

り 、私 た ちが 食 につ いて 興 味を 持 ち 、も っと よ り深 く 知っ てい く  

とい う こと が 大切 なの で はな い かと 考え ま す 。 私 たち にで き る  

こと は もっ と 沢山 ある と 思い ま す。  

 

 

◆庄内さくら学園◆ 
今 年 度 、 開 校 し た ば か り の 義 務 教 育 学 校 庄 内 さ く ら 学 園 で す。 

「さ く ら会 （ 児童 生徒 会）」 では 、 昨 年度 、 ３小 １ 中の 児童 生 徒  

全員 の 意見 を 集め て決 め た『 一 人ひ とり が 主役 と なり 、つ な がり  

を大 切 にし 、学年 を越 え て助 け 合え る学 園 をつ く る 』を活 動 目標  

とし て 、さ ま ざま な活 動 を 実 施 して いま す 。１ ０ 中 生 徒会 が １０  

年以 上 前か ら 取り 組ん で きた プ ルタ ブ回 収 活動 も 、地 域 のみ な さ  

んの 協 力も あ り、昨 年３ 月 によ う やく ８０ ０ ㎏の プ ルタ ブが 集 ま  

りま し た。４ 月の 開 校に 合 わせ て 車椅 子に 交 換す る こと がで き ま  

した 。ま た、毎 日 実施 し てい る「 あ いさ つ 運動 」で は 、たく さん 

の人 に 興味 を 持っ ても ら える 工 夫を し、誰 でも 自 由に 参 加で き る  

よ う に し て い ま す 。 し か し 私 た ち の 庄 内 さ く ら 学 園 さ く ら 会 は 、 
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この よ うな 活 動だ けで は なく 、「 日 常 的に 思 いや り のあ る行 動 」  

を大 切 にし て いま す。義 務教 育 学校 だ から こ そ 味 わ える 体験 や 絆  

をつ く って い くこ とを め ざし 、これ か らの さ くら 会 活動 をよ り よ  

いも の にし て いき ます 。 あり が とう ござ い まし た 。  
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◇質疑応答                記録：第十三中学校 
 

第十七中への質問 

Q（第十三中） チャイム着席の課題への具体的な対策について。 

A（第十七中） 各クラスの学級委員から呼びかける。 

 

第五中への質問 

Q（第 七 中） 校長先生とのミーティングの頻度は。 

A（第 五 中） 月に 1回程度。 

 

第十四中への質問 

Q（第 九 中） 校則について、ヘアピンやヘアゴムの規定はどうか。 

A（第十四中） 現在は、目立たない色のみとなっている。 

 

第二中への質問 

Q（第十三中） デジタルの目安箱に意見は多く集まっているか。 

A（第 二 中） 一定程度の意見はあるが、最近は減少している。 

 

第二中への質問 

Q（第 四 中） Teams を活用しての投票のやり方は。 

A（第 二 中） 体育大会のスローガン決めに Forms 機能を活用。 

 

第十七中への質問 

Q（第 七 中） サポート執行部とは。十七中のキャラクターは。 

A（第十七中） 生徒会執行部の仕事を手伝ってもらっている。 

        40 周年の時に生徒から案を募り投票で決まった。 

 

第十七中への質問 

Q（第 一 中） チャイム着席の長期的な取組みについての対策は。 

A（第十七中） 1週間程度の短期間。 

 

第十一中への質問 

Q（さくら学園） 校則がないことでのメリット、デメリットは。 

A（第十一中） ピアスや染髪等で先生が対応に困る。 

        生徒憲章について考える機会にはなっている。 

 

第十一中への質問 

Q（第 四 中） 校則についての授業の内容は。 

A（第十一中） 1回目は、なぜ生徒憲章があるのか。 
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        2 回目は、生徒憲章について考えを作文にする。 

 

 

第八中への質問 

Q（第 三 中） 他学年と交流した取組みは。 

A（第 八 中） クイズラリーを実施。 

 

第二中への質問 

Q（第十八中） トイレの設備に対しての取組みは。 

応援グッズの製作について。 

A（第 二 中） トイレは、PTA や校長先生との懇談会で話をする。 

        クラスから―のうちわ、ポンポンを生徒会から貸出。 

 

第八中への質問 

Q（第十六中） 棒タイの自由化について。 

A（第 八 中） 目安箱の意見を取り入れ検討。 

試行期間を設けアンケートも実施。 
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◇意見交換 
記録：第十三中学校 

 

 

【校則について】 

第十五中：校則の改定について、生徒が気分よく過ごしやすい学校づく 

りを進めたい。 

 

 第 四 中：私服の学校への質問。私服でのデメリットは。 

 

 第十一中：自由服となると、過激な服装の人がでてくる。 

      なぜ、ダメなのかを先生や執行部が説明しないといけない。 

 

 第 二 中：iPadの取り決めについて。 

２中では授業に関係ないときはロッカーにしまっている。 

 

 第 一 中：使用しない時は、ロッカーの鍵を閉めておく。 

 

 第 五 中：ICT委員会で全校生徒にアンケートをとって iPad のルール 

を作成。 

 

 第十一中：テーマに沿って「みんなが楽しんで来ることができる校則とは 

何か」について話し合いたい。 

 

 第十二中：１２中は今、髪型、カーディガンの校則改定を考えている。 

２学期以降アンケートとる。 

先生と生徒で髪型の基準がずれている。そこを正していきたい。 

 

 第 七 中：あみこみ、髪型が以前話し合いになり、生徒指導の先生があみ 

こみの例を提示しアンケートをとった。 

 

 第 二 中：頭髪や整髪料の校則がなぜあるのかを考えることが大事。 

      学校は、TPO を考える場でもある。 

一概に整髪料をなしにしようという学校の意図もあるのでは 

ないか。 

 

 第十一中：校則はその学校の生徒がどのようにふるまってほしいかを示 

 

テーマ 

みんなが楽しんで来ることができる学校への変化 
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しているもの。学校が求めている中学生像。 

１１中は自分たちで考えることに重きをおいているというこ 

と。 

      執行部の人たちは、その学校の生徒にどのようにふるまってほ 

しいか、を考えて校則を改定していくことが、学校としての成 

長や改定を考えるときの指標になる。 

 

 

【給食について】 

 第 二 中：残飯がかなりあり、PTA との懇談会でも話題にあがる。 

 

 第十八中：弁当を経験していない１年生はほとんど残さず食べる。 

３年生は以前弁当だったので、給食はおいしくないと感じるた 

め残す量が多い。 

 

 第十七中：先生が呼び掛けている。 

食べる人と食べない人いろんな人がいるが、食べない人は健康 

維持によくない。給食当番がいらないと言われても少しは入れ 

るようにしている。 

 

 第十一中：給食を変えたいという思いから執行部に立候補した。 

アンケートをとり、学校給食課にデータを見てもらい、ご飯が 

５ｇ減った。 

塩分の決まりとか知らなかった。栄養士の話を聞いたりするこ 

とも大切な活動。 

給食の献立表のとおりに盛り付けると、残飯が出ない。生徒会 

から入れる量が決まっていることを呼びかけると残飯が減る。 

 

 第十八中：ゼリーが他のおかずについたり、においがうつったりする。 

給食が温かいかどうかも大切。 

中学校は冷たいから改善できたらよいのでは。 

 

 第十一中：ゼリーは各校から不評がたくさん出たから改善されたそう。 

給食は八尾市から届いている。 

食中毒を防ぐため低温殺菌されるので冷たくなっている。 

 

 第十六中：３年は給食が足りない。他学年にもらいにいっている。 
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【他学年との交流について】 

 第 一 中：他学年のフロアに行ってはいけないので、放課後に中庭で有 

      志によるパフォーマンスの場を設けている。そこで仲良くなる 

ようにしている。 

 

 第十二中：校長杯で、３学年合同のケイドロをした。つかまった人を助 

けるのは他学年のみ、警察は先生がする、という工夫をして仲 

が深まった。 

 

 さくら学園：９年生の廊下が広いので、そこに机をおいて交流。 

日常的なつながりが大切。クラブ、休み時間を利用したらよい。 

 

 第十五中：ビオトープの前で有志によるコンサートをしている。 

先生もダンスを披露、生徒も自分が得意なことをしている場に 

なっている。 

 

 第十七中：２中に質問。 

体育祭で縦割りを検討しているが、クラス数や人数の問題等が 

ある。どのように取り組んでいるか知りたい。 

 

 第 二 中：コロナもあけて３学年ともクラス数が同じだったので、縦割 

      りでの取り組み考えている。 

 

 第十八中：生徒の人数が少ないため、イベントをすることも大事だが、 

      顔を合わせる機会を増やすことが大切。 

 

 第十六中：全校道徳で体育大会の縦割り団で交流した。 

 

 

【全般にわたって】 

 第十一中：「校則をなくすのはありか？」をテーマにして議論したらど 

うか？ 

校則を考え直すきっかけにしたい。 

 

 さくら学園：さくら学園中のときの「別の学年のフロアに行ってはいけな 
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い」というルールがさくら学園でなくなった。 

他学年との交流が増えたからよかった。 

 

 

 第 七 中：カーディガンの色の指定について議会で話し合った。 

細かい部分のルールを考えるのが難しかった。 

細かい部分より清潔感やTPOを考えたらということになった。 

 

 第 二 中：髪型の校則は「奇抜な髪型はさけること」とあり、明確な決 

まりはない。 

どこまでなのかを生徒会で検討したが、明確なラインを決める 

とそれはそれで困ることもあるということになった。 

細かく決めた時に、守らない人が出ても意味がない。 

一方で、抽象的にしてもデメリットがある。 

しかし、共通して言えることは、学校の雰囲気が大切。アカン 

ことはアカンといえる雰囲気。 

あいさつ運動で校内を明るくしたり、そんな雰囲気を作るのが 

生徒会の役割。 

 

 第 四 中：楽しんでくることができる学校は、自由が多いことに直結す 

るのだろうか。 

人を思いやれる、多様性等、気持ち的な部分の意識改革が楽し 

んでくることができる学校につながる。 

 

 第十二中：チャイム着席を達成したら校則を変えよう等のノルマを作った。 

急に変えてもうまくいかないだろうからノルマを作ったが、達 

成できていない状態。 

変えたりするきっかけがうまくいっていないが、他校はどうし 

ているのかが気になる。 

 

 第 七 中：他学年との壁をなくすには他学年のフロアに行ってもよいに 

したいが、チャイム着席等大丈夫か気になる。 

 

 さくら学園：短い休憩は遠くのフロアまではいけないが、長い休み時間は 

予鈴があったり、先輩から声掛けしたりする。 
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◇生徒実行委員会委員長 開会あいさつ 

 

豊中市立第七中学校 

三木 夏希 

 

 まず初めに、7 月下旬に開催された実行委員会から期間が空いた

にも関わらず、第一部では、6 校からの報告が行われました。そし

て発表校の報告を受けて、全員が緊張することなく、充実した質疑

応答や話し合いの場となりました。 

 私自身、発表校の報告の中で“トイレ”などの生徒会だけでは改

善するのが難しいことなど、興味を引く報告がたくさんありました。 

 次に第二部でも、今年度の豊中市中学生シンポジウムの『みんな

が楽しんで来ることができる学校への変化』というテーマのもと、

“校則･給食･他学年との交流”の 3 つの内容について話し合いまし

た。 

 具体的には、校則を変えることのメリット･デメリットや、給食メ

ニューの改善・食の安全の観点からランチボックスが冷たい理由な

どについて、そして遊ぶときに他学年と関われるような遊び方を工

夫すること・体育大会などで縦割りでの競技の方法などを話し合い

ました。それぞれ調べたり、担当者と話し合いの場を設けたりする

ことなどで、自分たちが知らないことを知り、より良い改善に繋げ

る方法を議論できたと思います。 

 最後に、今年度のテーマをそれぞれの学校で実現するために、地

域や家庭と学校が協力し、それぞれの学校にあった雰囲気づくりの

ために挨拶運動や質問箱等、毎日行っていることにをしっかりと力

を入れていくことが大切だと思いました。そして、本日の話し合い

で学んだことや知ったことを各学校で伝え、『みんなが楽しんでくる

ことができる学校への変化』の実現に向けて取り組んでいきましょ

う。 
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◇参加生徒の感想 
 
1）生徒実行委員会（7月 20日実施）について① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2）生徒実行委員会（7月 20日実施）について② 

より良い内容にしていくための工夫があれば、自由に記載してください。 

【抜粋】 

・オンライン開催であればもう少し音質を良くするといいと思いました。 

・各校の発表時間が、全体的に短いと感じたのでもう少し長くしたほうがいいと 

 思います。 

 

3）中学生シンポジウム本番（8月24日実施）について① 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハイブリッド開催（対面＋オンライン）は適していた 

時間設定は適切であった 

生徒会活動を進める上で良い刺激となった 

各校1分間による学校紹介はわかりやすかった 

役割極めにおいて積極的に参加できた 

7月 20日午後の日程設定は適していた 

ハイブリッド開催（対面＋オンライン）は適していた 

時間設定は適切であった 

他校での取り組みがよく分かった 

生徒会活動を進める上で良い刺激となった 

企画委員担当校（6校）による発表はわかりやすかった 

2 学期始業式前日午後の日程設定は適している 

シンポジウムにおいて積極的に参加できた 
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4）中学生シンポジウム本番（8月24日実施）について② 

より良い内容にしていくための工夫があれば、自由に記載してください。 

【抜粋】 

 ・もう少し長く時間をとった方が余裕をおった議論ができる。 

 ・テーマと議題の内容をもっと一致したものにした方が関連性があるのでより良い 

話し合いができると思う。 

 

 

５）その他全体について 

ご意見がある場合にのみ、自由に記載してください。 

【抜粋】 

・時間が少なかった気がするので、もう少し増やしてほしいです。 

 

 

６）大阪府内の中学校生徒会が参加する「生徒会サミット」（11月実施予定 形態未定）

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

興味がある 

機会があれば参加したい 
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